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今 回 の 事 業 で ， 連 携 カ リ キ ュ ラ ム を 作 成 し ， ホ ー ム ペ ー ジ （ http://ehime-c. 
esnet.ed.jp/gimu/src/02shidou/03shidou/eigo_commu/eigo_commu.htm）上で公開した（図１１）。
このあとすぐに『英語ノート』
は『Hi, friends!』に変更とな
り，今後，採用教科書も変更
される可能性があるが，小学
校のカリキュラムと中学校の
カリキュラムをすりあわせる
という取り組み自体に意味が
あったと感じている。小中の
英語教育を見通すことができ，
小学校での学習内容と中学校
での学習内容が浮き彫りとな
ったので，そのアクティビテ
ィを繰り返し巻き返し行い，
中学校でレベルアップするよ
うな形で行うことができるよ
うになった。 
 また，本事業を通して，先
生のおたすけ言葉や生徒のお
たすけ言葉として，クラスル
ームイングリッシュの統一も
はかった。これにより，児
童・生徒はさらに小中のスム
ーズなステップアップができ
ると考えた（図１２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．終わりに 
 
 今回，「英語コミュニケーション能力育成事業」に携わらせていただいたおかげで，出
前授業の機会や，推進委員会による協議の時間が取れ，小中の教員の連携が深まり，また，
小中お互いの学校の連携が深まった。その後，教員の異動や教材の変化などもあったが，
図１１ 連携カリキュラム 
図１２ おたすけことば 
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「不易と流行」という視点で言えば，昨今の英語教育にはそのような変わっていく「流行」
の要素も多くあるが，小中連携という枠組みや，小学校の先生方の英語に対する熱心な取
り組み，また，小学校の卒業生を受け入れる中学校教員の取り組みなどは「不易」のもの
であると考える。平成２８年度まで継続する予定のこの「英語コミュニケーション能力育
成事業」は，現在は，小中高連携などをテーマに，新しい指定校にて事業が続いている。
今後ますますそれぞれの学校の連携が求められている現在，各校できる限り門扉を開き合
い，オープンな形で連携を進めていきたい。 
 また，西条市では，平成２６・２７年度，小中連携事業に加えて，「学び合い」を中心
とした，市をあげた教育の枠組み作りがなされている。これは英語に限られたものではな
いが，この枠組みを活用して，新任校でも地域の小学校に授業参観に伺うことができた。
このような機会を利用しながら，小中の連携を深めていく不断の努力を行わなければなら
ない。 
 最後に，西条市のＡＬＴは中学校区の小学校や保育園などにも行っているため，このＡ
ＬＴの先生の役割というのも，小中連携では大きいものとなる。できれば，長く同じ校区
のＡＬＴをしていただき，小学校から中学校に入学しても，「あ，あのＡＬＴの先生だ！」
と，子どもたちにとって，小学校と中学校のつながりを感じられる機会になると良いかと
思う。 
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